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Mathematical Manual （海島算経）” Vol. 1
 HARIKAE Toshio　
Abstract
   “The Sea Island Mathematical Manual” was written by Liu Hui（劉徽） as an appendix to “The 
Nine Chapters on the Mathematical Art（九章算術）.” The aim of our research is to provide 
a complete translation and annotation of it including annotations of Li Chunfeng（李淳風） 
from the viewpoint of our previous work on “The Nine Chapters on the Mathematical Art.”
   This is the first article based on our research and results in which we studied the problems 
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［一］今有望海島、 立兩表齊高三丈、 前後相去千步、 令後表與前表參相直。 從前表
卻行一百二十三步、 人目著地取望島峯、 與表末參合。 從後表卻行一百二十七步、
人目著地取望島峯、 亦與表末參合。 問島高及去表各幾何。
答曰、 島高四里五十五步、 去表一百二里一百五十步。
術曰、 以表高乘表間爲實。 相多爲法、 除之。 所得加表高、 卽得島高［ １ ］。 求前表













































































































［二］今有望松生山上、 不知高下。 立兩表齊高二丈、 前後相去五十步、 令後表與前
表參相直。 從前表卻行七步四尺、 薄地遙望松末、 與表端參合。 又望松本、 入表二
尺八寸。 復從後表卻行八步五尺、 薄地遙望松末、 亦與表端參合。 問松高及山去表
各幾何。
答曰、 松高一十二丈二尺八寸。 山去表一里二十八步七分步之四。
術曰、 以入表乘表間爲實。 相多爲（除法）［法、 除］［一］之。 加入表、 卽得松高［ ３ ］。

































eである。ここでは、a＝ ８ 歩 ５ 尺＝53尺、b＝ ７ 歩 ４ 尺＝46尺、e＝ ２ 尺 ８ 寸、d＝






































を １つ下げて実とする。法で実を割り、さらに表に入った長さを加え、122尺 ８ 寸を




























と １里と171 3―7 尺を得る。171尺を ６で割って歩に換算すると28歩と ３尺を得る。こ













28歩を得る。 １歩に足らない ３尺はさらに ７をこれに掛け、得た数21を分子の ３に加
え24を得る。また尺を歩に換算するため歩尺の法（ ６）を置いて、分母 ７をこの ６に
掛け、42を得て歩に換算する。分母42と分子24をともに半分にし、分母・分子それぞ
れを等数で約する。これで山と前表の距離は １里28 4―7 歩となる。
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［三］今有南望方邑、 不知大小。 立兩表東・西去六丈、 齊人目、 以索連之。 令東表
與邑東南隅及東北隅參相直。 當東表之北卻行五步、 遙望邑西北隅、 入索東端二丈




置後去表、以前去表減之、餘以乘入索爲實。 實如法而一、得邑方［ ５ ］。 求去表遠近者、























６ 丈＝60尺、c＝ ２丈 ２尺６ 1―2 寸＝


































に邑の西北隅を望むと、ひもの東端が ２丈 ２尺６ 1―2 寸入る。また東表から北に13歩 ２
尺退いて、遥かに邑の西北隅を望むと、西表と（人の目と邑の西北隅の）三者はちょ
うど重なる。問う、邑の一辺と邑の表との距離はそれぞれいくらか。




































換算する ６でこれを割ると、43歩を得る。 １歩に満たない ４は分母をこれに掛け、分
子 １に加え、 ９を得る。分母 ２を ６に掛けて12を得る。 ３で分母を約して ４を得、分
















［四］今有望深谷、 偃矩岸上、 令句高六尺。 從句端望谷底、 入下股九尺一寸。 又設
重矩於上、 其矩間去相三丈。 更從句端望谷底、 入上股八尺五寸。 問谷深幾何。
答曰、 四十一丈九尺。
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